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分科会テーマ② 
 

オンリーワンを目指す大学の経営理念について 



 総合研究大学院大学の特徴 
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・１９８８年、日本で最初の学部を持たない、博士課程
のみの研究大学院大学として創設され、今年で３０周
年。 

・機構等法人＇大学共同利用機関法人、国立研究開
発法人（に設置されている機関を基盤とする１９の専
攻と先導科学研究科・生命共生体進化学専攻とで構
成。 

・５年一貫制博士課程と３年博士後期課程を併設。 

・教育目標は、「高い専門性」、「広い視野」、「国際的
な通用性」 



3 
＇図（本学を構成する基盤機関マップ 

 大学共同利用機関等の研究環境を活用した教育 

学問諸分野で先端的な研究を行なっている大学共同利用機関等の
高度で優れた研究環境を活用して教育を実施。 
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 教育研究組織 

研 究 科 専 攻 大 学 共 同 利 用 機 関 等 大学共同利用機関等法人 

国 文 学 研 究 資 料 館 

加 速 器 研 究 施 設 ・ 共 通 基 盤 研 究 施 設 

素 粒 子 原 子 核 研 究 所 

上 記 の 大 学 共 同 利 用 機 関 等 と の 緊 密 な
連 携 ・ 協 力 体 制 に よ り 教 育 研 究 を 実 施 

国 立 民 族 学 博 物 館 
比 較 文 化 学 

日 本 歴 史 研 究 

日 本 文 学 研 究  

地 域 文 化 学 

国 際 日 本 研 究 文 化 科 学 

物 理 科 学 天 文 科 学 

構 造 分 子 科 学 

宇 宙 科 学 

機 能 分 子 科 学 

核 融 合 科 学 

高エネルギー加速器科学 物 質 構 造 科 学 

加 速 器 科 学 

素 粒 子 原 子 核 

情 報 学 

統 計 科 学 

複 合 科 学 

遺 伝 学 

生 理 科 学 

生 命 科 学 基 礎 生 物 学 

生 命 共 生 体 進 化 学 先 導 科 学 

極 域 科 学 

生 理 学 研 究 所 

国 際 日 本 文 化 研 究 セ ン タ ー 

国 立 歴 史 民 俗 博 物 館 

人 間 文 化 研 究 機 構 

宇 宙 科 学 研 究 所 宇宙航空研究開発機構 

分 子 科 学 研 究 所 

核 融 合 科 学 研 究 所 

国 立 天 文 台 

物 質 構 造 科 学 研 究 所 高 エ ネ ル ギ ー 加 速 器
研 究 機 構 

自 然 科 学 研 究 機 構 

統 計 数 理 研 究 所 

国 立 極 地 研 究 所 

国 立 遺 伝 学 研 究 所 

国 立 情 報 学 研 究 所 

情 報 ・ シ ス テ ム 研 究
機 構 

基 礎 生 物 学 研 究 所 

１７の大学共同利用機関等を基盤に、６研究科２０専攻を設置。 

http://www.nijl.ac.jp/index_e.html
http://www.kek.jp/intra-e/
http://www.kek.jp/intra-e/
http://www.minpaku.ac.jp/english/
http://www.soken.ac.jp/en/academics/comparative.html
http://www.soken.ac.jp/en/academics/japanese_history.html
http://www.soken.ac.jp/en/academics/japaneseliterature.html
http://www.soken.ac.jp/en/academics/regional.html
http://www.soken.ac.jp/en/academics/japanese.html
http://www.soken.ac.jp/en/academics/astronomical.html
http://www.soken.ac.jp/en/academics/structural.html
http://www.soken.ac.jp/en/academics/space.html
http://www.soken.ac.jp/en/academics/functional.html
http://www.soken.ac.jp/en/academics/fusion.html
http://www.soken.ac.jp/en/academics/materials.html
http://www.soken.ac.jp/en/academics/accelerator.html
http://www.soken.ac.jp/en/academics/particle.html
http://www.soken.ac.jp/en/academics/informatics.html
http://www.soken.ac.jp/en/academics/statistical.html
http://www.soken.ac.jp/en/academics/genetics.html
http://www.soken.ac.jp/en/academics/physiological.html
http://www.soken.ac.jp/en/academics/basic.html
http://www.soken.ac.jp/en/academics/evolutBiosystems.html
http://www.soken.ac.jp/en/academics/polar.html
http://www.nips.ac.jp/eng/
http://www.nichibun.ac.jp/welcome_e.htm
http://www.rekihaku.ac.jp/english/index.html
http://www.isas.jaxa.jp/e/index.shtml
http://www.isas.jaxa.jp/e/index.shtml
http://www.ims.ac.jp/
http://www.nifs.ac.jp/index.html
http://www.nao.ac.jp/E/index.html
http://www.kek.jp/intra-e/
http://www.ism.ac.jp/index_e.html
http://www.nipr.ac.jp/english/
http://www.nig.ac.jp/index-e.html
http://www.nii.ac.jp/index.shtml.en
http://www.rois.ac.jp/english/index.html
http://www.nibb.ac.jp/en/index.php


 学生１名あたり教員数・留学生数 
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学生１名あたり  
 
教員数は約２．７名 

在学生の約２７％が留学生 ※大学院全国平均は約１５％＇総務省統計局 日本の統計

2015（ 

留学生のうち、中国国籍は３６％＇４７名（ 

＇出身大学：中国科学技術大学＇9名（、北京大学＇4名（、中国科学院大学＇4名（、
武漢大学＇2名（、上海交通大学＇2名（、中山大学＇2名（ 他（ 

＇平成２９年５月１日現在（ 

在学生 
の内数 

  



 教育経費比率 
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学生一人当たり教育経費 ※平成２７年度 

 全業務経費のうち、教育経費比率は約５０％。 
  学生一人あたりの教育経費は約２００万円／年で、全国立大
学＇８６法人（のトップ。 

※教育経費には専攻運営費を含めている。 



[平成28年度修了者進路状況] 

 

高い研究者人材育成率 
修了者の8割が博士号を取
得し、6割強の修了者が大
学・研究所等で研究職に。 
 

 
 

機能強化の目標 

研究者人材の育成に重点
を置いて、より高いレベルで
総研大ビジョンを達成。 
 

 

 

【戦略Ⅰ】 最先端研究環境をベースに、基盤機関

と連係し、時代が要請する独創的・国際的研究者
を育成する 

【戦略Ⅱ】 世界トップレベル研究者間の異分野連
繋共同研究により、新しい研究分野を開拓する  

【戦略Ⅲ】 分散型キャンパスのもとで機能強化を
実現するために組織・ガバナンス体制を改革する 

ビジョンの実現に向けた機能強化戦略  
 

[平成28年度入学者状況] 

 

多様な人材受入れ 

国内外から、研究者を志向
する多様な人材を受入れ、
高度な専門性と良好な教員
1人あたり学生数比＇＜0.5（
を有する教育環境を提供。 

カスタムメイド高度専門教育システム 

総研大SOKENDAI 
17の大学共同利用機関
等を基盤機関とする複
合・分散型の大学院大学 

 機能強化構想 

最先端研究環境をベースに独創的な研究者を育成し、新分野を開拓する大学院大学 



国際化環境整備 

国際教育プロジェクト 

外国人 
留学生 
の増加 

学内 
構成員
の 

多様化 

基盤機関・国内外の 
研究ネットワーク 

修了生を基点とする 
海外ネットワーク 

海外学生派遣 

海外インターンシップ 

教育研究連携事業 

国際研究集会支援事業 

海外学生・研究者招聘事業 

特別海外学生 
派遣・受入制度 

総研大 
海外大学・研究機関 
教育ネットワーク 

選抜された学生を海外大学・研
究機関に長期派遣 
優秀な外国人学生を長期受入 

国際共著 
論文率 
増加 

国際 
競争力 
強化 

国際 
通用性 
向上 

海外の教育研究者・海外経験豊
富な有識者を経営協議会メン
バー，学長アドバイザー等に任命 

留学生支援の充実 

国際連携支援体制の強化・
可視化 

留学国際的な検討・評価体制の構築 

入学 

修了 
学位取得 

受入 派遣 

国際共同学位プログラム 

体験入学 
受入インターンシップ 
アジア冬の学校 

優秀な人材 
の獲得 

国際的な研
究者の輩出 

 国際連携教育研究環境の創出 



• 基盤機関のもつ国際的研究センターとしての環境を活用し、本学の学生が国際共同研究活動に参加するた
めの海外派遣を公募により支援  

  平成２９年度：１９ 名＇米国７名、ドイツ３名、英国２名、その他欧州４名、中国１名、マレーシア1名、ペルー1名（ 

•韓国の科学技術聯合大学院大学校＇ＵＳＴ（との学術
交流協定に基づき、総研大－ＵＳＴ合同セミナー開催
等、総研大とUSTの学生・教職員が交流。 

•ＪＳＰＳとの共催で、基盤機関や他大学の協力の下、欧米の若手研究者を夏期２か月受け入れ。 
 平成２８年度：米国６５名、英国１０名、フランス１３名、ドイツ１２名、カナダ１０名、スウェーデン５名 

•欧米の若手研究者とのディスカッション等を含む「英語プレゼンテーション短期研修」を総研大生向けに開講。 

総研－ＵＳＴ
合同セミナー
＇Ｈ２７年度（ 

「ＪＳＰＳサマー・プログラム」オリエンテーション開校式 「英語プレゼンテーション短期研修」＇ポスターセッション（ 

◆海外学生派遣・インターンシップ事業 

◆ＵＳＴ＇韓国（との連携 

◆ＪＳＰＳサマー・プログラム 

 国際連携活動 
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注（ 国名等の「その他」は人数が2人以下の国。 

◆学生数の推移＇Ｈ１８～Ｈ２９（ 

国名等 人数
＇人（ 

1 中国 47 

2 ベトナム 16 

3 タイ 14 

4 インド 10 

5 インドネシア 9 

6 台湾 5 

7 パキスタン 4 

8 韓国 3 

8 フランス 3 

8 米国 3 

8 マレーシア 3 

その他 13 

合計 130 

89 87 93 115 126 137 143 134 126 130 

470 459 451 420 388 367 377 376 
365 347 
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外国人留学生 日本人学生 ＇人（ 

(27.3%) (27.5%) (25.7%) (27.2%) 
(24.5%) (21.5%) (17.1%) (15.9%) (15.9%) 

(26.3%) 

◆外国人留学生数＇Ｈ２９（ 
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 学生数の状況 



1996年10月～2009年3月：生命科学研究科教授 
2008年  4月～2009年3月：生命科学研究科長 
2006年            ：日本学士院賞受賞 
2016年            ：文化勲章受章 
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＇総合研究大学院大学名誉教授/基礎生物学研究所名誉教授（ 

2016年ノーベル生理学・医学賞受賞 
＇ 「オートファジーの仕組みの解明」（ 

2008年ノーベル物理学賞受賞 
＇「CP対称性の破れの起源の発見」（ 

1999年4月～2004年3月：数物科学研究科教授 
2004年4月～2006年3月：高エネルギー加速器科学研究科教授 
2003年4月～2004年3月：数物科学研究科 素粒子原子核専攻長 
2004年4月～2006年3月：高エネルギー加速器科学研究科 
                                               素粒子原子核専攻長 
2008年            ：文化勲章受章 

＇総合研究大学院大学名誉教授/高エネルギー加速器研究機構特別栄誉教授（ 

大隅 良典 

小林  誠 

 ノーベル賞受賞者 



•組織の存立目的を果たすために、組織のさまざまな構

成要素やその機能を絶えず見直し、最適解を見つけよ

うとするシステム科学、だと私は思います。 

•大学の「経営」とは何か？ 「知」の体系を維持、発展さ

せ、次世代育成のための高等教育を行うことが大学の

存立目的である。 

• それを果たすための経営とは？ 

 「経営」とは何か？ 



•本学の存立目的は、一流の研究設備、一流の研究者
集団をもとに、次世代研究者を養成すること。 

• この存立目的を果たす最適解を求めて、基盤機関との
連携のあり方を見直す。 

•日本における大学共同利用機関という枠を改訂・拡張
し、国際的な学術共同利用機関、国際的な次世代研
究者養成の枠組みを作ることを探る。。。という方向を
考えています。 

 本学の場合 



 日中大学フェア＆フォーラム in CHINA 2018 

谢谢 
 ご静聴有り難うございました。 

葉山キャンパス 
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